
令和元年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 長寿支援課 事業No. 348

事務事業名 一般介護予防事業
会計 介護保険特別会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始 H28 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 6 「市民総健康」と「生涯現役」をめざす
   
   

分野別計画
 高齢者福祉計画・介護保険事業計画
  
  

法令・例規等
 介護保険法
  
  

事業目的
対象 ６５歳以上の市民

意図 できる限り現在の状態を維持し、健康でいきいきとした生活を送る。

２ 事業内容

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・高齢者の運動器機能の維持向上を図ることを目的とした
「はつらつ運動塾」を３教室、男性対象のはつらつ塾料理編
を１教室実施しました。運動塾終了後は自主的に継続できる
よう支援しており、１グループが活動を続けています。
・住民主体の通所型サービスＢ事業の運営を担う介護予防サ
ポーターを養成する講座を２回、フォロー講座を１回実施し
ました。
・地域で取り組む介護予防教室13教室へ各１回リハビリ職の
派遣を行い、介護予防サポーターの活動を支援しました。
・高齢者の生活実態と介護予防への取組の実態を把握するた
めに、「健康とくらしの調査」を実施しました。

介護予防サポーター養成事業費 1,348
介護予防教室等事業費 1,407
一般介護予防評価事業費 8,470
地域リハビリ活動支援事業費 98
  
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

はつらつ塾参加者数 人 60 121 120 122 120 119   
地域介護予防教室立上活動支援教室数 教室  3 2 2 2 2   
地域リハビリテーション活動支援実施回数 回  12 13 14 14 13   
介護予防サポーター養成講座受講者数 人  24 20 18 30 22   
介護予防サポーターフォロー講座受講者数 人  85 80 64 80 50   

          
          
          

1年度
決算

(千円)

予算額 12,636 特定財源内訳及び補足事項
決算額 11,323 （国）地域支援事業交付金（20％）　2,265千円

（国）財政調整交付金（5％相当）　811千円
（県）地域支援事業交付金（12.5％）
（そ）地域支援事業交付金支払基金（27％）　3,058千円
（そ）一般会計繰入金（12.5％）　1,415千円

財源の
状況

国庫支出金 3,076
県支出金 1,415
地方債 0
その他 4,473
一般財源 2,359

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 5 5 2 1 20 1 1,613 1,348 介護予防サポーター養成事業費

2 5 5 2 1 30 1 1,975 1,407 介護予防教室等事業費

3 5 5 2 1 40 1 8,936 8,470 一般介護予防評価事業費

4 5 5 2 1 50 1 112 98 地域リハビリテーション活動支援事業費

5          

6          

7          

振返り課題認識

・平成29年度に開催したはつらつ運動塾から自主グループとして活動している教室は２教室です。令和元年度に開催した教
室のうち、１グループは自主的に活動を始めました。また、介護予防教室の参加者募集をしても応募が少ない状況がありま
す。通所型サービスＢ事業は、地域の住民が主体となり、介護予防の運動やレクリエーション等を実施していますが、教室
のメニューに困るなどの悩みがあります。

上記の課題解決
のための有効策

・介護予防教室は、内容や教室名称等を工夫して募集します。自主活動を始めたグループには、補助金等の支援をします。
・介護予防サポーターの方が活動するために必要な技術を学ぶ機会が必要です。

次年度に向けて
の取り組み

・一般介護予防教室は、名称を工夫するなど興味を惹く内容にします。参加者募集は、広報いいだや地元新聞への記事掲
載、介護保険者証交付説明会などの機会に広報を行います。介護予防教室を運営するサポーターを支援するため、フォロー
講座やレベルアップのための教室を開催します。
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